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＜卒業に寄せて＞ 
 明日はいよいよ卒業式です。コロナ禍のため、昨年度

と同様に規模を縮小しての式となるため、在校生の出席

者は生徒会執行部のみとなります。本当に残念なことで

す。私が校長として本校に赴任してから３回目の卒業式

ですが、１回目はコロナによる全国一律の休校宣言下で、

急遽式は中止、式辞は一斉放送で、用意していた答辞と

送辞はプリントで配布という形になりました。証書は

HR で各担任から手渡されました。２回目の昨年度は密

を避けるため生徒会執行部のみが在校生として出席、来

賓もPTA会長さんのみというものでした。残念ながら、

今年度も同様の形となります。三年生の晴れの姿をみん

なで見送りたいところですが、仕方ありません。どうか

心の中で旅立つ先輩にエールを送ってください。 

＜遠い昔の卒業式のはなし＞ 
 40年以上前の確か3月8日。高校で身長が10cm以上

伸びた私には制服がきつくてしようがなかった。元々痩

せていて体重はそれほど増えなかったのだが、当時はヒ

ートテックもフリースもない時代、冬の校舎は今よりも

っと寒かったし、とにかく脂肪も少ないせいか人より寒

がりの私は、厚めのセーターやらを重ね着するしかなく、

カラー（詰襟の学生服）どころか第１ボタンを留めるの

も至難の業であった。3組30番の私が整然と式場に入っ

ていくと、私の前の友人が数人保護者席で会釈をしてい

た。誰かなと思ったら親父が座っていた。我が家は街中

で商売をしていたせいもあり、友人たちの溜まり場の一

つでもあった。親父は私の首元を指さしてボタンと口を

動かしていた。あごを上げて何とかボタンを留める仕草

に級友たちから笑いがこぼれた。仕事柄、当然式にはお

袋が来ると思っていたので、親父の登場はサプライズで

あった。ツンツルテンの制服の私を見て何を思っただろ

うか。大学に合格したらブレザーとか買ってもらえるか

なと期待したのを憶えている。実際は親父のお古の背広

（今で言えばジャケットなのだが）を着ての入学式だっ

た。いかり肩の親父となで肩の私、ある程度相殺された

が、フィット感は全然なかったな。あの頃せめてユニク

ロがあったなら… 
さて、その年の卒業式は一風変わっていた。呼名をさ

れても返事をせずにその場に黙って座っていろという指

示だったのだ。今も理由は謎なのだが、我々の代から45
人8クラス編成ということで、歴代最高の生徒数という

ことが関係していたのかもしれない。式のスピードアッ

プを図ったのかもしれない。そういえば大学も返事はし

なかったな。私個人としてみれば人前で声を出すのは苦

手な方だったので（声変わりが人よりだいぶ遅かったこ

とに起因するのだが）、特に支障はなかった。ところが、

１組の途中でSという男子生徒が体育館中に響き渡る声

で返事をしたものだから、卒業生の我々は笑いをこらえ

るのに必死であった。緊張から思わず返事をしてしまっ

たのか、ただ目立ちたかっただけなのか、これも未だに

謎のままである。 
誰が代表として証書を受領したのか、誰が答辞を読ん

だのか、恥ずかしながら記憶にない。最後に校歌を声高

らかに歌い上げたのだけは記憶している。そして一通り

式が終了すると、その場ですぐに恐らく生徒会主催によ

るちょっとくだけた式（卒業生と在校生とが向かい合っ

て送別会のようなもの）に替わるのであった。その中に

は誰が名付けたのか「裏答辞」というものがあって、卒

業学年で一番目立つ生徒が読むことになっていた。我ら

が代は同じクラスのAであった。ちなみに彼とは3年間

同じクラス、今でも親友というか悪友の一人である。彼

はトイレットペーパーに答辞を書いてきた。入学時から

の様々な行事、勿論甲子園のこと、なぜ3年生の時に行

けなかったか、同じクラスにいたピッチャーのノーコン

を嘆き、代表的な生徒たちの恋愛話や悪事を暴き、教科

担任の口癖から授業の評価まで好き放題に話しまくり、

場内は大笑いに包まれたのであった。 
最後はくす玉が割れ、エール交換、応援歌を唄い、そ

して在校生の間をジグザグに歩いて、握手をしたり胴上

げされたりと、第2ボタンを奪われることはなかったが、

退場までに相当な時間がかかったのを憶えている。呼名

の返事なしはこれを見込んだものだったのかもしれない。

この日だけは先生方もアンタッチャブルであった。 

式の後、誰とどうやって帰ったのかは全く記憶にない。

私の時代は国公立の1期校の入試が3月3日～4日、2
期校が3月23～24日頃であったので、私大専願以外の

生徒はまだ進学先も決まっておらず、なかなか卒業の余

韻に浸っているわけにもいかなかったのが実情だ。まし

てや私の場合、進路先が決まったのは年度を跨いでのこ

とだったので、1期校に落ちてはがっくりきたり、また

気を奮い起こして2期校の受験に挑んだりと怒濤の日々

を送っていたのである。今ではそれも良い思い出である。 

知る人ぞ知るの昔話でした。明日、式辞で卒業生への

想いをちゃんと伝えます！ 

 

 

 

 

 

 

 



卒業生各賞受賞者 
各賞の受賞者の皆さんです。それぞれ文武両道の実践

に取組みました。おめでとうございます！（敬称略） 

理事長賞        渡邊 翔真 
日本私立中学高等   榑林 凛 
学校連合会会長賞 
功労賞      伊藤 匠 大宮 大虎 杉山 治樹 
      安部 将矢 熊谷 恒汰  土屋 琉空 
            若林 夢希  金子 京介  田屋 瑛人 
            山田 拓巳 
答辞・記念品贈呈の辞  剣持 太洋 

＜礼拝より＞  
新約聖書 ヨハネによる福音書15 章12‐17 節 

新約聖書 ルカによる福音書8章4節～8節、11節～15節 


